
























「景観計画区域内における行為の届出制度のあらまし」 

における届出図書記入事項一覧 
 

 

「景観計画区域内における行為の届出」は、書面のほか、 

市電子申込システムからのオンライン申請も可能です。 

 

 届出書（表面） ※市ホームページよりダウンロード可 

・「行為地」には地番を記入する。 

・「届出者」、「行為者」、「設計者」、「施工者」は法人の場合、法人の住所･名称･代表者名を記入する。 

・「行為の種類」には、届出対象となる行為のみ記入する。（該当番号に○印を記入する） 

 

 届出書（裏面） ※市ホームページよりダウンロード可 

①建築物 

・建築物の増築の場合、「敷地面積」の「届出部分」と「合計」に記入する。 

※ 「既存部分」には記入不要。 

・「色彩」には、屋根と外壁のマンセル値を記入する。 

②工作物  

・届出対象となる工作物（アンテナ等）の「種類」、「高さ」、「構造」、「色彩」を記入する。 

③開発行為 

・届出対象となる開発行為の面積については、開発許可申請時の開発区域面積を記入し、公園･道路など提供敷

地がある場合は、「施工方法や予定建築物の内容等」にその内訳を記入する。 

④広告物 

・届出対象となる広告物の表示面積と高さは、「表示面積の合計（高さ）」に新設･既設･合計を記入する。 

 

 委任状 

・手続きを代理者に委任する場合は、委任状を添付する。 

 

 景観配慮指針チェックリスト ※市ホームページよりダウンロード可 

・景観配慮指針に基づき、すべての項目に記入する。 

※ 該当しない項目がある場合は、「該当なし」を記入する。 

 

 付近見取図 

縮尺 

2,500 分の 1 

程度 

・できるかぎり北を上にして作成し、縮尺･方位を記入する。 

・届出の対象となる位置を用紙のおおよそ中心とし、行為地を赤枠で囲む。 



 外構平面図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・方位、縮尺を記入する。 

・外構平面図と土地利用計画図を兼ねることも可とする。 

・原則として、敷地内の舗装や植栽等を着色する。 

・隣接敷地（道路等）の状況を記入する。 

・敷地のレベルを記入する。 

・敷地境界上の構造物（フェンス等）の仕様、色彩（マンセル値）、高さを記入する。 

※ 既存の工作物等がある場合は、「既存」であることを記入する。 

・植栽計画については、高木･中木･低木･地被類等の凡例を記入する。 

 

 

 配置図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・方位、縮尺を記入する。 

・配置図と１階平面図を兼ねることも可とする。 

・断面図の断面位置を記入する。 

 

 各階平面図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・方位、縮尺を記入する。 

・屋根伏図（屋上階）を添付する。 

※ 仕上げ及び設備、フェンス等の仕様や色彩（マンセル値）を記入する。 

 

 各立面図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・縮尺を記入する。 

・材料、仕上げ、色彩（マンセル値）を記入する。 

※ 軒裏、建具（扉･サッシ）、隔板（パーティション）、樋、シャッター等も忘れずに記入

する。 

※ 工作物（アンテナ）においては、アンテナ、支持柱、建築物に付属する配管、機器類

等も忘れずに記入する。 

・敷地境界線（道路･隣地）を記入する。 

・2 面以上を着色する。 

※ 影は記入しない。 

・道路側に擁壁がある場合は、擁壁等も記入する。 

・届出対象となる広告物、工作物を建築物に付属して設ける場合は、建築物を含めて作成し、

外壁（既設部分）を着色したうえ、色彩（マンセル値）を記入する。 

 

 



 断面図（2 面以上） 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・縮尺を記入する。 

・2 面以上を添付する。 

・隣接敷地（道路･隣地）のレベルを記入する。 

 

 完成予想図 

縮尺 

- 

・着色し、色彩の表示を行う。 

 

 現況写真 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・敷地内、敷地周辺を撮影したものに番号をつけ、撮影位置がわかるプロット図（現況図等）

を添付する。 

 

 土地利用計画図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・土地利用計画、予定建築物等の配置を表示する。 

 

 造成平面計画図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・切土、盛土を色別で表示する。 

 

 造成計画断面図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・切土、盛土を色別で表示する。 

 

 のり面断面計画図 

縮尺 

200 分の 1

以上 

・切土、盛土を色別で表示し、併せてのり面処理材料を記入する。 

 



 備考 

① 工作物、広告物、広告物を掲出する物件に係る行為で、当該届出物件が建築物と一体をなす場合

は、配置図、各立面図、外構平面図、完成予想図において、建築物との位置関係を明らかにして

ください。 

② 開発行為で造成計画がない場合は、造成平面計画図・造成断面計画図・のり面断面計画図の提出

を要しません。 

③ 届出図書のうち、着色が必要なものについては、正本は必ず着色してください。 

④ 色彩の表示は、マンセル表色系により行ってください。 

⑤ 届出図書で指定の縮尺での届出が困難な場合はこの限りではありません。 

⑥ 届出書、景観配慮指針チェックリストのダウンロードは、下記の QR コードから行えます。 

 

 



 

 

最終更新：令和 4年（2022年）3月 

都市景観形成推進地区について 

豊中市には、市域全域にかかる「景観計画」のほか、地区毎に、それぞれの特性に応じて良好な

景観形成を図るためのルールや行為の制限（景観形成基準）を定めた「都市景観形成推進地区」制

度があります。 

現在、市内では 7地区の都市景観形成推進地区を指定しています。 

 

景観計画区域図 

 

① 新千里南町 2丁目地区 

② 永楽荘地区 

③ 新千里北住宅地区 

④ 新千里南住宅地区 

⑤ 北緑丘 1丁目地区 

⑥ 新千里北町 2丁目地区 

⑦ 新千里西町 3丁目地区 

 

詳細な位置については、「地図情報とよなか」の 

“その他区域図”カテゴリでもご確認いただけます。 

① 

② 

④ 

⑤ 

③ 

⑥ 

⑦ 



 

 

① 新千里南町 2丁目地区 

届出対象行為 

• 建築物の新築、増築、改築、移転、外観の修繕

（過半）、外観の模様替え（過半）または外観の色

彩の変更（過半） 

• 工作物の新設、増築、改築、移転、外観の色彩

の過半の変更 

• 1,000 平方メートル以上の規模の開発行為（都

市計画法第 4条第 12号に規定する開発行為） 

 

行為の制限内容（景観形成基準） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁、塀の色彩の基準 

• 外構の基準 

• 植栽の基準 

 

平成 26年（2014年 10月 1日告示） 

 

 

② 永楽荘地区（永楽荘 3丁目、4丁目の区域） 

届出対象行為 

• 建築物の新築、増築、改築、移転、外観の修繕

（過半）、外観の模様替え（過半）または外観の色

彩の変更（過半） 

• 工作物の新設、増築、改築、移転、外観の色彩

の過半の変更 

• 1,000 平方メートル以上の規模の開発行為（都

市計画法第 4条第 12号に規定する開発行為） 

 

行為の制限内容（景観形成基準） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁、塀の色彩の基準 

 

平成 27年（2015年）10月 1日告示 

 

 



 

 

③ 新千里北住宅地区（新千里北町 2丁目、3丁目の区域） 

届出対象行為 

• 建築物の新築、増築、改築、移転、外観の修繕

（過半）、外観の模様替え（過半）または外観の色

彩の変更（過半） 

• 工作物の新設、増築、改築、移転、外観の色彩

の過半の変更 

• 1,000 平方メートル以上の規模の開発行為（都

市計画法第 4条第 12号に規定する開発行為） 

 

行為の制限内容（景観形成基準） 

（Ａ地区） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁の色彩の基準 

（Ｂ地区） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁、塀の色彩の基準 

 

平成 28年（2016年）10月 2日告示 

変更  令和 3年（2021年）10月 1日告示 

 

④ 新千里南住宅地区（新千里南町 1丁目、2丁目の区域） 

届出対象行為 

• 建築物の新築、増築、改築、移転、外観の修繕

（過半）、外観の模様替え（過半）または外観の色

彩の変更（過半） 

• 工作物の新設、増築、改築、移転、外観の色彩

の過半の変更 

• 1,000 平方メートル以上の規模の開発行為（都

市計画法第 4条第 12号に規定する開発行為） 

 

行為の制限内容（景観形成基準） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁の色彩の基準 

 

平成 28年（2016年）10月 2日告示 

 

Ａ地区 

Ａ地区 

Ｂ地区 



 

 

⑤ 北緑丘 1丁目地区 

届出対象行為 

• 建築物の新築、増築、改築、移転、外観の修繕

（過半）、外観の模様替え（過半）または外観の色

彩の変更（過半） 

• 工作物の新設、増築、改築、移転、外観の色彩

の過半の変更 

• 1,000 平方メートル以上の規模の開発行為（都

市計画法第 4条第 12号に規定する開発行為） 

 

行為の制限内容（景観形成基準） 

（Ａ地区・Ｂ地区とも） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁、塀の色彩の基準 

 

令和 2年（2020年）3月 21日告示 

 

 

⑥ 新千里北町 2丁目地区 

届出対象行為 

• 建築物の新築、増築、改築、移転、外観の修繕

（過半）、外観の模様替え（過半）または外観の色

彩の変更（過半） 

• 工作物の新設、増築、改築、移転、外観の色彩

の過半の変更 

• 1,000 平方メートル以上の規模の開発行為（都

市計画法第 4条第 12号に規定する開発行為） 

 

行為の制限内容（景観形成基準） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁、塀の色彩の基準 

 

令和 2年（2020年）10月 1日告示 

 

 

Ａ地区 

Ｂ地区 



 

 

⑦ 新千里西町 3丁目地区 

届出対象行為 

• 建築物の新築、増築、改築、移転、外観の修繕

（過半）、外観の模様替え（過半）または外観の色

彩の変更（過半） 

• 工作物の新設、増築、改築、移転、外観の色彩

の過半の変更 

• 1,000 平方メートル以上の規模の開発行為（都

市計画法第 4条第 12号に規定する開発行為） 

 

行為の制限内容（景観形成基準） 

• 屋根の色彩の基準 

• 外壁、塀の色彩の基準 

 

令和 3年（2021年）12月 24日告示 

 

 

 

 

各地区で定めている内容の詳細については、 

都市景観形成マスタープラン第 8章をご覧ください。 

 


